
監修：熊本県手話サークルわかぎ人吉・球磨グループ
問　市福祉課障がい者支援係（☎２２－２１１１　内線１２４４）

問

▲

 蔵書検索
と予約は
こちら

　��市図書館　☎２４－３５１８
場所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

市防災課防災係（☎２２−２１１１　内線３２４１）災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。
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※ この連載では右利きの表現を紹介しています。左利きの人は、やりや
すいように左右の手を入れ替えても構いません。
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問題は23㌻にあります。
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８月の図書館カレンダー

休館日 開館時間延長（～８月27日（水））

夏休みは開館時間を午後６時まで延長します。
学習室も開放しています。
※土・日曜、祝日、休館日は除く。

No.２

　今回は、推理力アップが期待できる
問題を出題しました。少し先の未来を
予測することが苦手になると「考える」
ことが面倒になり、低活動になります。
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　日常会話の中でよく使う手話を紹介します。今月は日常生活の中
でよく経験する感情の「好き」と「嫌い」を、Let's お手話べり！
手の動きだけでなく表情も付けてみましょう。

モデル：永田善一さん

右手の親指と人さ
し指を輪にしてあ
ごの下に置き、指
を開きながら下に
下げる。首をかし
げながらすること
で「嫌い？」と尋
ねることができる

嫌い好き

右手の親指と人さ
し指を開いてあご
の下に置き、指を
閉じながら下に下
げる。食べ物を指
さした後、この手
話をすると好きな
食べ物を表せる

　８月に入り、台風やゲリラ豪雨が増える時季を
迎えました。風雨による停電や断水が起こること
もあり、夏ならではの備えが必要です。特に注意
したいのが、熱中症。災害時には、停電でエアコ
ンが使えなくなったり、避難先での疲れや栄養不
足などにより体調を崩しやすくなったりと、熱中
症のリスクが高まります。そこで、真夏の災害に
備える方法を紹介します。
　非常持ち出し袋には、普段の備えに加えて「季
節袋」を用意するのがおすすめです。暑さ対策、
寒さ対策など季節が限定される備えは、袋ごとに
まとめておき、避難するときの状況に合わせて入

夏に起こる災害では熱中症対策の備えを

れ替えます。夏用の袋には、帽子、着替え、タオ
ル、冷却シート、スポーツ飲料水、塩飴やタブレッ
ト、うちわなどを入れておくと安心です。飲み水
はいつもより多めに用意しておきましょう。停電
でクーラーが使えないときは、ぬれたタオルを体
に当て、うちわなどであおぐと体温を下げるのに
効果的です。車中泊をする場合は、日陰や風通し
の良い場所に駐車し、窓を開けてサンシェードな
どを活用しましょう。また、一酸化炭素中毒のリ
スクがあるため、長時間エンジンをかけたままの
駐車は避けてください。
　災害は、ある日突然やってきます。日頃から少
しずつ、できることを備えて、安心できる夏を過
ごしましょう。
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こども戦争と平和
小
こ は ら

原 雅博 監修/著・バウンド 著

浜田 哲二 ・浜田 律子 著

80年越しの帰還兵

　沖縄県糸満市の白い原野に散らば
る無数の人骨。その骨片の一つ一つ
が、かけがえのない人生を宿してい
る。戦地に埋もれていた骨片を家族
のもとに帰すため、あらゆる手段を
尽くす夫婦がつづる実話。

　今、世界で起こっているさまざま
な紛争がなぜ起こっているのかを写
真や図表とともに説明。日本が関係
した戦争の歴史も振り返り、「なぜ
戦争を起こしたのか」、「どのような
結末を迎えたのか」を解説。

　

各
地
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
伝
統
を
大
切

に
し
、
開
催
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
7
月
20
日
に

大
工
町
の
聖
徳
太
子
夏
祭
り
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。
祭
り
の
後
、
地
元
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新
た
に
大
工
団
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日
団
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に
移
り

住
ま
れ
た
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ま
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催
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に
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で
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内
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大
雨
時
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避
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き
る
の
か
？
」
と
の
お
尋
ね

に
団
地
が
そ
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役
割
を
担
う
こ
と
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え
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と
ご
安
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だ
き
、
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ら
に
団

地
の
方
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ら
は
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っ
越
し
て
き
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、

買
い
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が
便
利
に
な
っ
た
」
な
ど
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頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
団
地
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
に
ご
意
見
が
あ
り
、
地
元
の

皆
さ
ま
に
も
お
騒
が
せ
を
し
、
住
ま
い

の
確
保
が
必
要
な
方
に
は
、
大
変
お
待

た
せ
を
し
ま
し
た
。
今
回
、
地
元
町
内

と
団
地
の
皆
さ
ま
が
交
流
を
深
め
る
姿

は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
で
心
豊
か
に
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。
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